
告示SRTの各種方鴨課題遂行への転移作用

小牧純爾(金沢大･文)

告示SRTが ｢wz'n-stay,lose-shifEJ
遂行を促進することが明らかになっているが.こ

の同じSRTが oddity学習に対しても促進の作
用をもつかどうかを6所のオスのニホンザルをFT]

いて吟味した｡告示SRTとは,迎統逆転訓練

(Successive reversal training)の場面で,

次の逆転の正刺激(現学習の色刺激)を1個呈示

し,それへの反応を強化する(Pタイプ)か,吹

の逆転の色刺激(現学習の正刺激)を1個呈示し

強化しない(Nタイプ)試行を,逆転直前に挿入

する訓練手続をいう｡

6頭を2群〔(P′-3)群と(N′-8)群〕に
分け,WGTAにおいてPまたはNタイプの告示

SRTを30および20逆転の2つのブロックに分け
て与えた｡邦1ブロックの前.郡2ブロックの前

と後に.24課題からなるoddity課題のシ.)-ズ

を与え,告示SRTからの作用をテストしたo

oddity課題は都合4シリーズ,96課題与えた｡

Oddity課題の遂行はシT)-ズを重ねるにつれ

向上したP,',(N′-3)群の向上は著しく,第4

シリーズにおいて oddity学習を達成した｡一方,

(P-3)群は途中で停滞現象を示し,4シリー
ズ内での達成は見られなかった｡

Nタイプの告示SRTが oddity課超遂行 を
促進することが確かめられた｡これは,告示SR

Tが.選択方略に関する学習だけでなく,｢注忌J
の学習をも成立させることを意味するものと理解

された｡

霊長類の繁殖成功度を左右する行動学的,社会

学的要田

山極寿-(日本モンキーセンター)

日本国内の動物園に飼育されている各種霊長規

の繁殖状況と,繁殖成功度を左右する行動学的,

社会学的諸条件を調べるために.日本モンキーセ

ンターをはじめBg栄とBg西の動物園で行動観察や

聞き込みによる調査を行なちた｡また,全国の65

の動物園にアンケート調丑を依頼し.88旺司から回

答を得た.調査は飼符されている各和詔長規の,

飼育ケージの大きさ,飼育芥羊の性･年令fIq成,盟

殖成約の良否.分娩陀告の有料.他閑との兜舛協

刀,人工受frl例.メスの発情微峡,子殺しや飼符

個体Wのトラブル.誘惑行動やTf児行批 雌雄問

の優劣等について実施され,78和の詔良川859例

のff料が収許された｡ff料を分析した納札 以下

のことがこれまでに明らかになっている｡

1)ケージの大きさと偶作故からTT.Elル た佃休
密度の低いものは.繁煎成紙が.想い幌向がある｡

2) どの柾でもオスとメスのペアで飼Tfされて

いる例が多いが,野生状闇で単雄視雌.校雄視雌

の群れを造る種では,ペア飼育の繁殖成約が想い

場合が多い｡

3)子殺し例は22種の霊長類で見られたが.リ

スザルやマントヒヒで多く,オスが複数の時によ

く発現する傾向がある｡

4)母親の育児拒否と子殺しは明らかに高い相

関があり,母親以外の個体が赤ん坊の育児に参加

する柾でも子殺し行動が多く見られる｡

5)メスの発情徴候は原猿類のキツネザル科,

苑掠邦オナガザル科のマンガベイ,ヒヒ,マカカ

屑.オランウータン科のチンパンジー属によく認

められるが他の種では判別が難しいO雌雄間の優

劣も原投獄と真猿類のマーモセット科ではあいま

いであり.誘惑行動や誇示行動の発現様式はこの

2つの要因によって多大な影響を受けているもの

と考えられる｡

今後これらの資料の分析を進め,野生状態につ

いての報告とも比較し検討を加えるつもりである｡

霊長類のLp(α)リボ茸白について

牧野和彦･前田悟司･藤橋隆志(岐阜大･

医)･安部 彰･清畠 満･川出兵坂(岐

阜大･医)

(目的)Lp(a).)ポ蛋白〔以下Lp(a)〕は人

と日長類にのみ存在する迫伝性1)ポ環白とされて

いるが.詔長輔のLp(a)に関する報lB･はきわめ

て少なく.未だ系統的な研究は行われていない｡

そこでわれわれは.各種EZ艮矧 こついて血TL7Lp

(a)氾皮をロケット免疫fti気泳動法により測定

した｡同法により検出不随の検肘 こついてはEL
ISA法により測定した｡

(結究)原拍亜日に屑するワオキツネザル.オ

オガラゴ,享-1授亜目の広舟下目に屑すろコモンマ
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-モセット ワタポウシクマ1)ン,ヨザル,ノド

ジロオマキザル,フサオマキザル,チュウベイク

モザルには抗人Lp(α)抗血清に反応するリポ蛋

白は検出されなかった｡真猿亜目の狭昇下目に属

するサバンナモンキー.パタスモンキー.アッサ

ムモンキー,アカゲザル,タイワンザル,ベニガ

オザル.ブタオザル.ボンネットモンキー,カニ

クイザル.ニホンザル,マントヒヒ,オランウー

タン.チンパンジーにはLp(α)が検出された｡

テナガザル科のシロテテナガザル,アジルテナガザ

ルは,ロケット免疫泳動法によっては検出きれな

かったが,ELISA法により0.5-1.0喝/dE
のLp(a)が存在することが確認された｡上記の

ごとく.Lp(a)は原猿亜目および兵猿亜目の広

舟下目に屈するサルには検出されず,美校亜目の

挟み下目に屈するサルに検出されることが判明し

た｡

これらサルのLp(a)濃度は6-225喝/dL

に分布し,その平均値は人より高値を示すものが

多かった｡テナガザル科に属するシロテテナガザ

ル.アジルテナガザルは例外的に低値を示した｡

二重免疫拡散法(Ouchterlong法 )により検討し

たところ.オナガザル科に屈するサルは人のLp

(a) との間に免疫沈降緑がspurを形成したが,

オランウータン.チンパンジーは人との間にfuse

することが認められた｡

ニホンザルのスギ花粉症に関する研究

仏田 明･松下 隆 (名市大 ･医)

宮山において,1980年頃よりスギ花粉飛散時期

に一致して,春先比,限症状,昇症状を呈するニ

ホンザルの存在が気付かれていた｡1983年に,ス

ギ花粉症にM づけて個体を調べたところ.同一

桐仏がfif年症状を示していることが明らかになっ

た｡1986年4月,広島県･宮島において,くしゃ

み,水根み汁,眼部腫脹.流涙などの症状の出て
いる伯仲8頭のうち,30(26歳碓 ),D406(12

奴堆 )の2頭と,症状の観察されていない5頭

(拙2軌 雌8頭 )に対し.①鼻炎,結膜炎の状

tat2.の臨休的な観察.②スギ花粉エキスによる皮内

テスト,③スギ花粉エキスによる昇粘膜,眼結膜

誘発テスト.④鼻汁細胞診.⑤肘静脈採血による

血的申スギ特異IgE抗体の測定を行なった｡

スギ花粉皮内テス トでは,1000倍エキスで膨疹
が直径10mm以上のものは,30とD406の2頭であ

った｡この2頭に対して.スギ花粉以外の抗原エ

キスによる皮内テス トを行ったところ,すべて直

径9m以下であった｡鼻粘膜,服結膜誘発テスト

陽性は,aOのみでD406は,発症中のため判定不

能であった｡鼻汁細胞疹では,30とD406の2頭

に好酸球が観察された｡血清中スギ特異IgEは,

D406だけが巌性であった｡以上の結果より,30

とD406の2頭のニホンザルは,自然感作による

スギ花粉症であると診断した｡

HRP法による,ニホンザルの舌筋筋紡錘一次

知覚神経締結の中枢投射に関する研究

窪田金次郎 ･高田和朋 ･成田紀之 (東京医

歯大 ･歯 )

ニホンザルの舌筋には片側で61個の筋紡錘が存

在する(根岸,1978)｡この舌筋紡錘の一次感覚

求心線維の支配ニューロンの局在及び,その中枢

投射経路と終止部位はまだ不明である｡これを解

明するために本実験が計画された｡実験は,生後

10カ月と11カ月のニホンザルで行なわれた｡ケタ

ラール麻酔奏効後,舌下神経幹を顎下部で切断し,

その中枢切断端に,50%HRP(ToyoboGra-

de I-C)を注入した｡3日間の生存後,2.5

0/0glutarardehydeilC/0Paraformardehydei

含む0.1M隣酸緩衝液で潜流固定し,脳幹と脊髄

および,脊髄神経節を摘出した｡摘出試料は,50

〟mの連続凍結切片にし,TMB反応を施した｡

結果 :Cl.C2,C3の脊髄神経節内にHRP捺

誠細胞がみられ,それらは特にCl,C2に災中し

ていた｡標識ニューロンの中枢突起は,明らかに

第-と第二の頚神経の後根で標識され.それを通

って脊髄に入る｡その後,これらは後角円に進入

するものと,背外来円を上行するものとに分かれ

る｡後角円に進入したHRP標識線維は.主に,

RexedY層の外側の脊髄網様核領域に終止する｡

また.一部 RexedⅣ層にもみられる｡一方,背外

来円を上行するHRP標識線維は,一部Rexed

l眉領域に終止しながら,大部分は,三叉神経脊

髄路に移行し,三叉神経脊髄路核の尾側至馴こ終止

し,延髄の錐体交叉の高さまで観察される｡

考察 :Bown anとCombs(1969)は.磁気生
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